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地方創生推進交付金事業評価資料 

 

日常の「健康」を拡大し、町がにぎわうきっかけを生み出すプロジェクト 

（女川町健康プロジェクト）説明資料 



女川町健康プロジェクト

地域に生きる一人一人が主人公として活動し、
地域全体が活気に溢れ、進化し続けられる

社会の実現を目指す

＜健康プロジェクトで目指す姿＞

「健康」を土台に、活動的で幸せな住民を増やす
⇒ 「予防医療」のアクションを推進

⇒「気づき・学び・実践」の場を生み出す

＜健康プロジェクトの役割＞
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課 題

働き世代は、復興のために

仕事に追われている

健康のことよりも仕事優先

自分のからだを気づかって欲しい

病気の予防が重要！

特に働き世代へのアプローチ
※特に働き世代の19～５９歳
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予防医療という観点から地域を創る

予防医療ができるチームを作りました

『予防医療の専門性』『町における経験と状況把握』『公民の枠を超えた連携』

産業界・企業・団体・住民

連携協定

取組み実施

町内の

「地域活性・まちづくり支援」
新規事業の立ち上げ支援
まちづくり計画作成支援 など
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女川町健康プロジェクト発足（2016年夏）

2016年6月28日、

『健康な町、女川町』の実現に向けた連携協定締結。

9月には議会からも『健康なまち宣言』を決議いただく。
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取り組み内容

平成28年度から取り組み実施

①意識づけ事業

②環境整備事業

③健康経営支援事業

平成29年度から令和元年の３カ年は地方創生推進交付金を活用

＜地方創生として目指す姿＞

東日本大震災後に最大の人口減少率であったが、

「人口減少下においてもにぎわいと活力を維持し続けられる町」

を目指す
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意識づけ事業

平成28～29年度 延べ277人

○アンケート
毎年健診を受けているか（健診を受けていない理由）
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意識づけ事業 100日対抗戦 平成28～30年度延べ388人

○気づき＆学び＆実践の場

組織内の活性化を実感！

個人ではなく、チームで取り組める！

日々の取り組みで、健康実感と数値の改善！

期間中に自らが健康になるための取り組み

を行いながら「健康」について学ぶ

平成28年～平成30年度 延べ388人
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環境整備事業 平成30年度
食生活情報提供 77ヵ所273個、食環境実態調査17店舗

「今日から１ｋｇ減らすための１０個のヒント」と
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健康経営支援事業

（１）健康経営プログラム
○気づき＆学び＆実践の場

・女川町内を職場から元気にしていくために、スマート10や健康100日

対抗戦など会社ぐるみの取り組みを実践

・健康経営セミナーの実施

（２）「職場健康づくり宣言」事業所を増やす
○事業者訪問と情報提供と現状ヒアリング
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（３）事業所での健康セミナー
○気づき＆学び＆実践の場
・事業所からの従業員の健診データをもとに健康講話の実施

（事業所としての健康課題の明確化）

・事業者の従業員のためになる「健康セミナー」の実施

健康経営支援事業
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健康経営支援事業 「健康経営優良法人」 ２社、「職場健康づくり宣言」７社

11



取り組みの成果
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健康に関する取り組み

平成29年度3,090人 → 平成30年度3,326人 （人）
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健康への関心、体重に変化
平成30年度の結果では･･･

健康への関心が高まった 58%
体重減少 69%

周囲への波及効果が発生

職場でのラジオ体操が定例化

参加者以外も運動の輪の中に

健康への取り組みの会話が増加

毎日の取り組みの様子や

自分自身の変化が話題に

100日対抗戦の取り組み
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メタボリックシンドローム該当者・予備群
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メタボリックシンドローム該当者の減少率
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平成30年度は今までで

一番減少率が高い

※メタボ該当者・予備群だった方が、次年度該当ではなくなった方の割合
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一人当たり医療費

社会保険等からの移行の
「退職医療費」が減少！

（円）
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今後の方向性

平成28年度～令和元年度

健康づくりの土台づくり

（健康の意識向上のための環境づくり）

これから

『健康づくりの実践』

町内の事業者と“公民協働“で取り組む
・今までの取り組みで理解を得られた事業所

・事業実施に関心がある事業所
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取り組み内容

①健康づくりのための環境整備

（日常生活の中で、健康チェックできる、健康

情報が得られる）

②食環境整備

（健康な食事メニューが食べられる、食品が買

える）

③健康経営の推進

（働き世代はやはり仕事優先であるため、健康

な職場づくりを目指す）
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女川町健康プロジェクトKPI目標値、実績値                            

※令和元年度１月末現在の実績値 

  事業開始前 

（現時点） 

平成29年度 

（１年目） 

平成30年度 

（２年目） 

令和元年度  

（平成31年度） 

（３年目） 

KPI増加分 

の累計 

女川町国民健康保険

生活習慣病に係る一

人当たり医療費（円）

※ 

目標値  26,000 25,000 24,000 -2,815 

実績値 26,815 26,607 28,837 27,987 1,172 

まちなか交流館利用

人数（人） 

目標値  160,000 170,000 180,000 30,000 

実績値 150,000 132,066 156,965 89,635 -60,365 

健康プロジェクト参

加人数（人） 

目標値  400 500 600 399 

実績値 201 665 531 221 20 

健康づくりや予防医

学に関連した事業創

出件数 

目標値  0 1 1 1 

実績値         0 0 0 0 0 

※生活習慣病に係る一人当たり医療費とは、糖尿病、高血圧、脂質異常症、高尿酸血症、脂肪肝、動脈硬化症、脳出血、脳梗塞、狭心症 

心筋梗塞、新生物、筋骨格系及び結合組織の疾患、精神及び行動の障害、腎不全の病名で医療費がかかった金額を被保険者数で割った 

金額  
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